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1. 強誘電体KH2PO｡等に見られる抗電場の異常
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Fig.3 TEMPERATURE(oC)
2.逆転磁場テータピンチ方式によるコン/10クト･
トー ラス形成の計算機シミュレーション
荒 木 恒一郎
トカマク装置による核融合の科学的実証を目前にひかえ,研究の動向は実用核融合炉-と向
いっつある｡ なかでも,プラズマ中に鉄心等の導体を入れずにプラズマ自身に流れるプラズマ
電流によって閉じた磁場配位を作り出そうという卓抜なアイデアにもとずく,スフェロマック
･逆転磁場テータピンチ(-FRβP)など,コンパクト･トー ラスと呼ばれる閉じ込め方式が最
近注目を集めてきている｡
本研究では,逆転磁場テータピンチ方式によるコンパクト･トー ラスの形成過程を二次元圧
縮性MHI)コー ドを用いて計算機シミュレーションを行なった｡この_FROPプラズマは, 卜
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